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平成２４年第３回竜王町議会定例会（第１号） 

                             平成２４年９月６日 

                             午後１時３０分開会 

                             於   議   場 

１ 議 事 日 程（１日目） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第３４号 竜王町防災会議条例および竜王町災害対策本部条例の一部 

            を改正する条例 

日程第 ４ 議第３５号 平成２４年度竜王町一般会計補正予算（第３号） 

日程第 ５ 議第３６号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ６ 議第３７号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ７ 議第３８号 平成２４年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第 ８ 議第３９号 平成２４年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ９ 議第４０号 平成２４年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            １号） 

日程第１０ 議第４１号 平成２４年度竜王町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 議第４２号 平成２３年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１２ 議第４３号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１３ 議第４４号 平 成 ２ ３ 年 度 竜 王 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 （ 施 設 勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１４ 議第４５号 平成２３年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

日程第１５ 議第４６号 平成２３年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

日程第１６ 議第４７号 平成２３年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

日程第１７ 議第４８号 平成２３年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 
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            認定について 

日程第１８ 議第４９号 平成２３年度竜王町水道事業会計決算認定について 

日程第１９ 報第 ２号 平成２３年度竜王町健全化判断比率について 

日程第２０ 報第 ３号 平成２３年度竜王町資金不足比率について 

日程第２１ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

 １番 小 森 重 剛   ２番 竹 山 兵 司 

 ３番 若 井 敏 子   ４番 岡 山 富 男 

 ５番 山 田 義 明   ６番 内 山 英 作 

 ７番 貴 多 正 幸   ８番 古 株 克 彦 

 ９番 松 浦   博  １０番 西 村 公 作 

１１番 菱 田 三 男  １２番 蔵 口 嘉寿男 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４  会議録署名議員 

 ５番 山 田 義 明   ６番 内 山 英 作 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 竹山 秀雄  代 表 監 査 委 員 吉田 定男 

教 育 長 岡谷ふさ子  会 計 管 理 者 赤佐 九彦 

総 務 政 策 主 監 福山 忠雄  住 民 福 祉 主 監 田中 秀樹 

産 業 建 設 主 監 村井 耕一  総 務 課 長 奥  浩市 

政 策 推 進 課 長 杼木 栄司  生 活 安 全 課 長 若井 政彦 

住 民 税 務 課 長 犬井 教子  福 祉 課 長 吉田 淳子 

健 康 推 進 課 長 嶋林さちこ  産 業 振 興 課 長 兼 
農 業 委 員 会 事 務 局 長 

井口 和人 

建 設 水 道 課 長 竹内  修  教 育 次 長 山添登代一 

学 務 課 長 市田太芽男  生 涯 学 習 課 長 田邊 正俊 

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 松瀬徳之助  書 記 臼井由美子 
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開会 午後１時３０分 

○議長（蔵口嘉寿男） 皆さん、こんにちは。ただいまの出席議員数は、１２人で

あります。よって、定足数に達していますので、これより平成２４年第３回竜王

町議会定例会を開会いたします。 

会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 皆さんこんにちは。平成２４年竜王町議会第３回定例会の開

会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

本日、第３回定例会を招集申し上げましたところ、議員各位には何かと御多用

の中を万障お繰り合わせをいただき御出席を賜り、厚く御礼申し上げます。また、

日ごろは町政全般にわたりまして、格別の御指導と御鞭撻を頂戴いたし、感謝を

申し上げますとともに、立秋以後も残暑の厳しい日が続いておりますが、皆様、

御健勝にて日夜を分かたず議会活動に御専念いただいておりますことに深甚の敬

意を表する次第でございます。 

７月２７日から８月１２日までの１７日間、ロンドンオリンピックが開催され、

日本選手の活躍が目立ち、金メダルの数は７個でありましたものの、金・銀・銅

合わせて３８個のメダルの数は史上初の快挙であり、国民に大きな感動を与えて、

元気をもたらしてくれました。インタビューに答えるメダリストの一言一言の中

から、諦めずに目標を持って取り組めば事は成るんだということを改めて教えら

れたように思ったところであります。 

一方、オリンピック報道でにぎわった８月１０日、国においては、消費税を柱

とする社会保障と税の一体改革の中、消費税増税法案が参議院本会議にて、民

主・自民・公明３党などの賛成多数で可決され、成立となりました。現行５％の

消費税率は２０１４年４月に８％、２０１５年１０月に１０％への２段階で上が

ることになりました。野田首相は、当日の記者会見で、消費税率分は社会保障と

して国民に還元されるとの強い意思表示でありました。 

世界最速で進む高齢化の中で年間１兆円規模でふえ続ける社会保障の財源をど

うするのか、また先進国の中では最悪レベルにある日本財政を立て直す観点から、

民・自・公の３党協調による消費税増税の決着は、財政健全化に向かって本気で

あるという点を世界に示したものと思えますし、健全化への一歩を踏み出したも

のと言えます。 

しかし、８月の近畿内景況判断は回復への兆しは見えるものの、依然として足
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踏み状態が続いていると据え置きになっていますし、デフレ状態から脱していな

い経済環境下で、この後、国民の生活に増税がどのように影響するのか、次の課

題は経済成長力を強化していくことに絞られるのではないかと思っているところ

であります。 

しかしながら、８月２９日の参議院本会議において、野田首相の問責決議案が

可決され、公債発行特別法案などの重要法案が棚上げとなったまま等、国会は緊

迫した状況にあると言えます。言うまでもありませんが、次の総選挙では、日本

の将来を見据えた国民に安心感を与える政策を打ち出してくださる方を選ばなけ

ればならないと思う次第であります。 

竜王町にありまして、大型商業施設の増床工事が始まりました。鏡工業団地で

はＡ社、竜王インターチェンジ近くにはＷ社の造成工事が既に始まっており、住

民の皆さんの目に映っていることと存じます。引き続き岡屋の県有地の造成等、

本町の税収増への道が確かになりつつあることと、行財政改革を進めさせていた

だいている効果とあわせて、今定例会で審査を賜ります財政健全化判断指数が前

年度対比で改善となったことは、本町の財政が緩やかではありますが、着実に健

全化への方向へ歩みを進めているものと、町民皆様の御協力に感謝を申し上げる

ところであります。引き続き、議員各位の御指導をひとえにお願いするものでご

ざいます。 

最後に、第２回定例会後のまちの主なる動きをかいつまんで御報告申し上げた

いと存じます。 

まずは総務政策部門でありますが、５月２１日、地域貢献協定に基づくアウト

レットパーク滋賀竜王に係る地元との連絡会議を開催し、昨年度の運営総括を確

認するとともに、あわせて第Ⅱ期増床計画の概要説明を受けまして、８月２８日

起工式がとり行われました。 

６月１０日、竜王町消防ポンプ操法大会を開催いたし、ポンプ車の部４チーム、

小型ポンプの部１９チームが参加し、訓練の成果を競いました。 

６月１７日、任期満了に伴う竜王町長選挙が執行されました。 

７月５日、近江八幡警察署とダイハツ工業滋賀竜王工場が安全・安心なまちづ

くりの協力に関する協定を締結、県下初の企業版青色防犯パト隊が２４時間体制

で工場周辺の地域を中心に防犯活動を展開しております。これは地域貢献活動の

一環であります。 

７月１２日、平成２４年竜王町議会第１回臨時会を開催いたしました。 
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８月２日から６日にかけて滋賀県希望が丘文化公園で開催された第１１回日本

アグーナリーの中で、８月５日の近江の夕べに秋篠宮殿下、同妃殿下、眞子内親

王殿下が御臨席され、同日、御昼食・御休憩のため、竜王町防災センターにお成

りいただきました。 

８月５日、滋賀県消防操法訓練大会が開催され、本町消防団第３分団の団員が

ポンプ車の部で出場いただきました。 

８月１１日、第２回竜王町平和祈念式が竜王町公民館において約１５０人の参

加を得て、さきの大戦でとうとい命をささげられました戦没者の方々や戦災被害

者の方々を哀悼するとともに、平和のとうとさや大切さを再認識し、平和な社会

を実現する努力を誓う機会となりました。 

９月２日、９月１日の防災の日を基準に、平成２４年度滋賀県総合防災訓練が

高島市を中心に開催され、本町も消防団が１隊参加いたしました。町内では竜王

町総合防災訓練を実施し、各地域に職員が出向き、避難を主に訓練に参画すると

ともに、各地域の避難における課題を探り、今後の訓練に反映させていただくこ

とといたしました。 

次に、産業建設部門でございます。 

６月２８日、人・農地プラン策定に向けた説明会を開催いたしました。これは、

農業は高齢化や担い手不足、耕作放棄地の増加など人・農地の問題があり、これ

の解決のため、集落・地域で話し合い、地域農業のマスタープランを策定してい

くもので、地域での話し合いの中、経営体と農地集積を検討していただくための

説明会であります。 

７月２４日、竜王町都市計画審議会を開催いたし、平成１９年度に策定された

竜王町都市計画マスタープランを第五次総合計画や第六次国土利用計画などと整

合性を図ることから、見直しを行っていることの説明を行いました。 

８月６日、竜王町農村保全委員連絡協議会を開催いたしました。圃場整備事業

の完了後、経年変化により老朽化しつつある土地改良施設の適正な維持管理に対

応できる組織として、２７農業集落に農村保全委員を設けていただいております。

委員の任務の再確認と土地改良施設の補修等に伴う補助制度についての説明を行

いました。 

次に、住民福祉部門でございます。 

６月２１日、第１回竜王町地域福祉計画策定委員会を開催いたしました。 

最後に教育委員会では、７月７日、少年の主張竜王町大会を開催しました。 
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７月３１日、竜王西幼稚園ＰＴＡが長年の功績が認められ、平成２４年度優良

ＰＴＡ文部科学大臣表彰を受賞されました。 

竜王小学校改修工事が７月１２日から１０月３１日の期間で工事に着手いたし

ました。 

中体連夏季総体県大会におきまして、男子ソフトテニス、柔道、ソフトボール、

水泳の種目で近畿大会への出場を果たしてくれました。男子ソフトテニスはベス

ト１６、ソフトボールは２年連続の出場、柔道は全国大会にも出場してくれまし

た。また、世界少年野球大会に竜王中学在校生個人１名が出場し、日本チームと

して優勝いたしました。日ごろの練習の成果のたまものであり、今後の活躍に期

待したいと思います。 

８月１２日、第２回竜王町子ども英語スピーチ大会を開催。竜王町ライオンズ

クラブに共催いただき、高校生の特別招待スピーチもあり、３３名の小学生、中

学生が英語スピーチを行いました。 

以上が、第２回定例会後のまちの主なる動きでございます。 

なお、本定例会では、条例の改正に関しましての案件が１件、補正予算に関し

ましての案件が７件、決算認定に関しましての案件が８件、ほか報告２件、合計

１８件の案件の提出と追加案件の提出を予定させていただいております。 

何とぞ慎重なる御審議を賜り、お認めをいただきますようお願い申し上げまし

て、開会の御挨拶といたします。どうかよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） これより本日の会議を開きます。 

皆さんのお手元に専決処分報告書、議会諸般報告書並びに竜王町議会会議規則

第１１９条の規定よる議員派遣報告書を配付いたしましたので、よろしくお願い

いたします。なお、説明は省略いたしますので、御了承願います。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（蔵口嘉寿男） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第１１８条の規定により、５番 山田義明議員、６番 内山英作議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（蔵口嘉寿男） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 
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お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から９月２８日までの２３日間

といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（蔵口嘉寿男） 御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から９月２８日までの２３日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、御協力のほどお願い申し上げます。 

それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第３４号 竜王町防災会議条例および竜王町災害対策本部条例の一部 

            を改正する条例 

日程第 ４ 議第３５号 平成２４年度竜王町一般会計補正予算（第３号） 

日程第 ５ 議第３６号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ６ 議第３７号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ７ 議第３８号 平成２４年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第 ８ 議第３９号 平成２４年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ９ 議第４０号 平成２４年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            １号） 

日程第１０ 議第４１号 平成２４年度竜王町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 議第４２号 平成２３年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１２ 議第４３号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１３ 議第４４号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１４ 議第４５号 平成２３年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

日程第１５ 議第４６号 平成２３年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

            定について 

日程第１６ 議第４７号 平成２３年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 
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            ついて 

日程第１７ 議第４８号 平成２３年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

            認定について 

日程第１８ 議第４９号 平成２３年度竜王町水道事業会計決算認定について 

日程第１９ 報第 ２号 平成２３年度竜王町健全化判断比率について 

日程第２０ 報第 ３号 平成２３年度竜王町資金不足比率について 

○議長（蔵口嘉寿男） 日程第３ 議第３４号から日程第１８ 議第４９号までの

１６議案及び日程第１９ 報第２号、日程第２０ 報第３号の２報告についてを

一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま一括上程いただきました議第３４号から議第４９号

までの１６議案及び報第２号、報第３号の２報告につきまして、順を追って提案

理由を申し上げます。 

まず、議第３４号から議第４１号までの８議案につきまして提案理由を申し上

げます。 

議第３４号、竜王町防災会議条例および竜王町災害対策本部条例の一部を改正

する条例につきましては、東日本大震災から得られた教訓を今後に生かし、災害

対策の強化を図るため、災害対策基本法の一部を改正する法律が平成２４年６月

２７日に公布され、同日に施行されたことから、竜王町防災会議条例中、「当町

で災害が発生した場合において、当該災害に関する情報を収集すること」を、

「町長の諮問に応じて町の地域に係る防災に関する重要事項を審議すること。」

に改め、同条例において委員の充実を図るため、委員に「自主防災組織を構成す

る者、または学識経験者」を追加する必要が生じましたこと、加えて、災害対策

基本法において市町村災害対策本部の設置に係る規定が第２３条第７項から第２

３条の２第８項となったことによりまして、竜王町災害対策本部条例中で引用し

ております箇所の改正が必要となったことから一部改正をするものです。 

次に、議第３５号、平成２４年度竜王町一般会計補正予算（第３号）につきま

しては、現在お認めをいただいております補正予算（第２号）までの歳入歳出予

算額が４７億９，９８１万８，０００円でございます。今回、総額に歳入歳出そ

れぞれ３億２，２１５万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ５１億２，１９７万２，０００円といたしたいものでございます。 

今回の補正予算の主なものといたしましては、まず、過日の京都府亀岡市にお
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いて発生しました大変痛ましい交通事故を教訓とし、町内における通学路の再点

検により早急な対策が必要とされた箇所について、緊急的に路面表示等の交通安

全施設の整備を行うための交通安全施設整備費等でございます。 

また、県からの緊急雇用創出特別対策事業に係る追加協議を受けて、今回新た

に取り組む公図閲覧システム導入業務委託及び既に本年度実施しております緊急

雇用創出特別対策関連の各事業について、来年度も継続して当該事業を実施する

ための臨時職員雇用及び業務委託等、認知症対応型グループホームの施設整備に

向けた民間事業者に対する施設整備費等補助、竜王小学校学童保育所建築工事に

係る工事等の追加、過去の保育所設置審議会の答申及び第五次竜王町総合計画に

おいて目標とする定住人口増に向けての取り組みが進む中で、町民の保育ニーズ

の高まりを受けて、町内の公共用地において民間事業者による新たな保育所施設

の整備を図るための土地取得費及び対象事業者に向けた施設整備費等に対する補

助、県道春日竜王線における県単独の道路改築事業に係る本町負担金、平成２３

年度の繰越明許費における竜王小学校の校舎等本体工事の実施に合わせて、次い

で改修が急がれる同敷地内の体育館やプール等の附属施設の改修に係る体育館等

改修工事、また、平成２３年度の決算確定を受けて、その実質収支額のおおむね

２分の１となる１億３，０００万円の積み立て、本年４月１日付人事異動による

職員の配属転換等を反映するための人件費補正をお願いするものでございます。 

その他、平成２５年度から実施を予定しております収納代行業者によるコンビ

ニ収納に係る収納代行業務等の債務負担行為の追加をお願いするものでございま

す。 

次に、議第３６号、平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）補正予算（第１号）につきましては、現在お認めをいただいております当初

予算の歳入歳出予算額が９億７，７６０万円でございます。今回、総額に歳入歳

出それぞれ５２４万９，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ９億８，２８４万９，０００円といたしたいものでございます。 

歳出予算の内容といたしましては、滋賀県国民健康保険団体連合会への負担金

の額の確定に伴い、連合会負担金が４万２，０００円、医療費の増加に伴い、退

職被保険者等療養費が２８万４，０００円、退職被保険者等高額療養費が４６７

万４，０００円、特定健康診査の未受診者対策として特定健康診査等事業費が２

４万９，０００円のそれぞれ増額でございます。 

歳入予算の内容といたしましては、保険給付費の財源として療養給付費等交付
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金が１万６，０００円、特定健康診査等事業費の財源として、県支出金の財政調

整交付金が２４万８，０００円、繰越金が４９８万５，０００円のそれぞれ増額

でございます。 

また、平成２５年度から実施を予定しております収納代行業者によるコンビニ

収納に係る手数料として、債務負担行為のお認めをお願いするものでございます。 

次に、議第３７号、平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）補正予算（第１号）につきましては、現在お認めをいただいております当初

予算の歳入歳出予算額が、医科８，８６０万円、歯科５，４４０万円でございま

す。今回、歳出において予算の組み替えを行い、その総額を増減することなく、

歳入歳出予算の総額を当初予算と同額といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、まず医科におきましては、人事異動及

び共済組合の負担率の変更により給料等が２３９万４，０００円の減額、夜間診

療の試行期間延長に伴う賃金として１０万２，０００円の増額、実績見込みによ

り医薬品衛生材料費が２２９万２，０００円の増額でございます。 

歯科におきましは、人事異動、昇格及び共済組合の負担金率変更により給料等

が１２万７，０００円の減額、実績見込みにより医薬品衛生材料費が１２万７，

０００円の増額でございます。 

次に、議第３８号、平成２４年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算額が６億３，２

７０万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ２４万３，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ６億３，２９４万３，０００円

といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳出では、人事異動及び共済組合の負担金

率変更により、給料等が２４万３，０００円の増額でございます。歳入では、今

後見込まれます小口地先開発に伴う公共下水道接続に係る受益者分担金の増額で

ございます。 

次に、議第３９号、平成２４年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号）

につきましては、現在お認めをいただいております補正予算（第１号）までの歳

入歳出予算額が６億６，５３５万４，０００円でございます。今回総額に、歳入

歳出それぞれ３５４万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ６億６，８９０万１，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳出では、保険給付費といたしまして、今
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日までの実績を勘案し、介護予防福祉用具購入費が１２万円、介護予防住宅改修

費が４０万３，０００円、地域密着型介護予防サービス給付費が２３万２，００

０円、高額医療合算介護サービス費が１００万円のそれぞれ増額、また、地域支

援事業費といたしまして、介護予防特定高齢者施策事業として３万６，０００円、

地域包括支援センター運営事業に係る職員の人件費が１５万６，０００円の増額

でございます。 

また、平成２３年度における第１号被保険者保険料の還付金が７０万９，００

０円及び、平成２３年度地域支援事業交付金の精算による確定に伴う償還金が８

９万１，０００円のそれぞれ増額でございます。 

歳入におきましては、保険給付費に見合うルール分として、国、県、支払基金

などの公費負担分が１１８万６，０００円、国、県、支払基金などの過年度交付

金が２７９万円、一般会計からの繰入金が３７万９，０００円の増額、基金繰入

金が２７９万円の減額、繰越金が１９８万２，０００円の増額でございます。 

次に、議第４０号、平成２４年度竜王町後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）につきましては、平成２５年度から実施を予定しております収納代行

業者によるコンビニ収納に係る手数料として、債務負担行為のお認めをお願いす

るものでございます。 

次に、議第４１号、平成２４年度竜王町水道事業会計補正予算（第１号）につ

きましては、平成２４年度竜王町水道事業会計当初予算の第３条で定めました収

益的支出の既決予定額は３億１，８５３万８，０００円でございます。今回、収

益的支出の既決予定額に１７０万８，０００円を増額し、収益的支出の総額を３

億２，０２４万６，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、総係費といたしまして人事異動及び共済組

合の負担金率変更により人件費を６０万２，０００円減額、公営企業法改正に伴

いますシステム改修業務委託料を２３１万円増額するものであります。 

また、人件費補正に伴い、第７条で定めております議決を経なければ流用する

ことができない経費の職員給与費を改正させていただくものです。 

以上、議第３４号から議第４１号までの８議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、議第３５号につきましては、詳細について担当課長

より説明させますので、よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願い

申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） 奥総務課長。 
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○総務課長（奥 浩市） ただいま、町長から平成２４年度竜王町一般会計補正予

算（第３号）の内容について、提案理由の説明があったわけでございますが、さ

らにその内容についてお手元配付の補正予算の概要により説明をさせていただき

ます。 

補正予算の主な内容といたしましては、まず歳入予算では、国庫支出金として

東近江圏域共同事業に係る障害者虐待防止支援事業補助金２４万７，０００円の

増額、県支出金としてこのたび、追加協議を受けた緊急雇用創出特別対策事業補

助金１，４４１万５，０００円、新たな認知症対応型グループホームの施設整備

に向けた民間事業者への補助に係る介護基盤緊急整備補助金及び介護施設等開設

準備経費補助金合計３，５４０万円、新たな保育所施設の整備に向けた民間事業

者への補助に係る子育て支援環境緊急整備事業費補助金７，２８２万円、加えて

高速自動車国道救急業務支弁金２０６万円、町債として竜王小学校学童保育所建

築工事の増額による児童福祉施設整備事業債５９０万円、竜王小学校体育館等の

附属施設の改修のための小学校大規模改造事業債１，８１０万円、前年度繰越金

が１億７，２５２万２，０００円の増額等でございます。 

次に、歳出予算の主なものといたしましては、まず過日の京都府亀岡市におい

て発生しました大変痛ましい交通事故を教訓として、本町におきましても警察等

と連携し、通学路として利用される道路について改めて点検を行い、早急な対策

が必要とされた町道鏡七里線及び大同川左岸道路の該当箇所について緊急的に路

面表示等を設置する交通安全施設整備費１７７万３，０００円、町道小口八重谷

線における街路樹撤去及び歩道の修繕を行うための町道維持修繕工事２４１万８，

０００円、町内全域における各危険箇所に注意喚起のための看板及び飛び出し人

形の設置を行うための資材費１２３万９，０００円の追加でございます。 

また、県からの緊急雇用創出特別対策事業の追加協議に係る公図閲覧システム

導入業務委託料が３３３万７，０００円、雪野山保全整備事業委託料が１２１万

９，０００円、生徒指導体制強化事業に係る臨時職員賃金が１４７万円、小中学

校児童生徒生きる力育成事業に係る臨時職員賃金が１４７万円、文化財確認調査

業務委託料が６３９万３，０００円のそれぞれ追加、平成２４年１０月の障害者

虐待防止法施行に伴い、障がい者虐待防止対策として一時保護のための居室を確

保する東近江圏域共同事業委託料４９万５，０００円の追加、民間事業者による

認知症対応型グループホームの施設整備に係る高齢者福祉施設等整備事業補助金

３，５４０万円、本年度当初予算に計上させていただいている竜王小学校学童保
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育所建築工事について、４月以降、実施に当たって学校側との現場打ち合わせ等

において、また実施設計を組む中で、防球ネット及びメッシュフェンスの設置の

追加、町道接続箇所の側溝改修工事、下水道敷設がえ工事等について見直しを行

ったことによる追加工事等１，０３０万円の増額、また今般、過去の答申や第五

次竜王町総合計画の方針に沿い、高まる町民の保育ニーズに応えるべく、町内の

公共用地において民間事業者による新たな保育所施設の整備を図るための保育所

施設整備に係る土地取得費１，１７７万２，０００円、また、民間事業者の進出

を促進し早期の施設整備を図るため、同用地のあらかたの整地等を行うための造

成工事費１７０万円及び対象事業者に向けた施設整備費等に対する補助金８，１

９２万３，０００円。なお、当該補助金につきましては、本年度当初予算に計上

しておりますひまわり保育園増築用地造成工事に係る補助金５００万円をあわせ

て減額することとし、追加所要額といたしましては差し引き７，６９２万３，０

００円でございます。 

また、県道春日竜王線のうち西川地先におきまして県単独の道路改築事業が実

施されるに当たり、本町負担分として必要となる負担金３０４万円の追加、平成

２３年度の繰越明許費におきまして、竜王小学校の校舎等について、トイレの修

繕を中心とした改修工事を実施しているところですが、この本体工事に合わせて、

次いで改修が急がれる同敷地内の体育館やプール等の附属施設について改修工事

を行うための体育館等改修工事費２，４５１万７，０００円の追加、平成２３年

度の決算確定を受けて、歳入歳出それぞれの決算額の差引額から翌年度へ繰り越

すべき財源を除いた実質収支額について、地方財政法の規定に基づき、そのおお

むね２分の１について減債基金及び公共施設維持管理基金への積み立て１億３，

０００万円、加えて本年４月１日付人事異動による職員の配属転換等を反映する

ための人件費補正でございます。この異動によります特別会計における人件費の

増減額がマイナス２７２万４，０００円でございますが、今回の補正につきまし

ては、４月の人事異動の反映を主な目的として行わせていただくこととしており、

また一般会計内の各科目間においてもそれぞれ増減が発生いたしますので、これ

らを差し引いた上での残りの差額について、一般会計における手当においてこれ

を吸収する形で一般会計全体では増減なしとした補正予算をお願いするものでご

ざいます。 

また、債務負担行為補正といたしまして、緊急雇用創出特別対策事業を活用し

た公図閲覧システム導入業務が３３３万５，０００円、町税等のコンビニ収納シ
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ステム構築に係る収納代行業務が６８万９，０００円のそれぞれ債務負担行為と

して上限を設定するものでございます。 

また、地方債補正といたしまして、児童福祉施設整備事業債が５９０万円、小

学校大規模改造事業債が１，８１０万円のそれぞれ増額及び追加を行うものでご

ざいます。 

以上、まことに簡単ではございますが、平成２４年度竜王町一般会計補正予算

（第３号）の内容説明といたします。よろしく御審議を賜り、御承認をいただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） この際申し上げます。 

ここで午後２時３０分まで暫時休憩いたします。 

休憩 午後２時１８分 

再開 午後２時３０分 

○議長（蔵口嘉寿男） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、議第４２号から議第４９号までの８議案につき

まして提案理由を申し上げます。 

議第４２号、平成２３年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について、議第４

３号、平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算

認定について、議第４４号、平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施

設勘定）歳入歳出決算認定について、議第４５号、平成２３年度竜王町学校給食

事業特別会計歳入歳出決算認定について、議第４６号、平成２３年度竜王町下水

道事業特別会計歳入歳出決算認定について、議第４７号、平成２３年度竜王町介

護保険特別会計歳入歳出決算認定について及び議第４８号、平成２３年度竜王町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についての７議案につきましては、地

方自治法第２３３条第２項の規定により、去る７月５日から７日間にわたり、町

監査委員さんによる決算審査を終えていただきましたので、同法第２３３条第３

項の規定に基づき、議会の認定に付するものでございます。 

次に、議第４９号、平成２３年度竜王町水道事業会計決算認定につきましては、

去る６月１３日に町監査委員の審査を終えまして、地方公営企業法第３０条第４

項の規定に基づき議会の認定に付するものでございます。 

事業の概況、経営状況等につきましては、後ほどその詳細について担当課長か

ら説明させますが、平成２３年度につきましても、常に経営の健全化と施設の効
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率的な維持管理に努めてきたところでありますが、収益的収支におきまして、収

益が２億９，８１３万７，８８２円で、費用が２億７，７６９万７，１１１円と

なり、２，０４４万７７１円の純利益となったものでございます。 

以上、議第４２号から議第４９号までの８議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、詳細につきましては、会計管理者及び担当課長から

説明をさせますので、よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願い申

し上げ、提案理由といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） 赤佐会計管理者。 

○会計管理者（赤佐九彦） ただいま町長から提案理由を申し上げました議第４２

号から議第４８号までの７議案につきまして提案説明をさせていただきます。 

平成２３年度の一般会計並びに特別会計のそれぞれの決算につきましては、地

方自治法第２３３条第１項及び地方自治法施行令第１６６条並びに同法施行規則

第１６条及び第１６条の２の規定により調製をいたしましたもので、その決算概

要につきまして御説明申し上げます。 

お手元に決算報告書をお届けいたしておりますので、これを中心にして御説明

を申し上げたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

まず初めに、議第４２号、平成２３年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書の１ページをごらんいただきたいと思います。 

一般会計の決算額は、歳入総額が５２億４，４６３万１，００４円、歳出総額

が４９億４，４９８万１，８６５円となり、歳入歳出差引額は２億９，９６４万

９，１３９円となりました。このうち、平成２４年度に繰り越した事業に要する

財源３，７６４万１，０００円を差し引きますと、実質収支額は２億６，２００

万８，１３９円の黒字となります。ここから、平成２２年度の実質収支額を差し

引きますと、単年度収支額は１５２万５，１６４円の黒字となります。さらに、

単年度収支額に町債の繰上償還に要した費用１億４，９５４万５，０８３円と財

政調整基金への積立金１１６万１，３２４円を加え、そこから財政調整基金取り

崩し額４億９，８００万円を控除した額である実質単年度収支額は３億４，５７

６万８，４２９円の赤字ということになりました。 

なお、平成２２年度の実質単年度収支額が３億４，１５６万３，７５８円の黒

字でありましたことと比較いたしますと、平成２３年度の決算は大変厳しいもの

となったところでございます。 
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平成２３年度の歳入の財源構成状況、歳出の目的別並びに性質別構成状況を図

示いたしますと、１１７ページの円グラフのようになります。 

まず、歳入の財源構成状況でございますが、自主財源が７５．２％、依存財源

が２４．８％となっており、自主財源率が昨年度と比較しますと伸びております

が、これは基金からの繰入金が約５億円あったことによるものであります。なお、

前年度は、自主財源が６９．９％、依存財源が３０．１％でありました。 

続きまして、１１８ページをごらんください。 

町税収入については２９億８，６８６万３，０００円となり、平成２２年度と

比較いたしますと、４億１，７１１万６，０００円と大幅な減となりました。こ

のことは、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災等により大手企業の法

人住民税が激減するとともに、個人住民税所得割、固定資産税償却資産もそれぞ

れ減少いたしました。さらに、地方税法の改正による条例の廃止に伴い、町たば

こ税が２億７，０５４万円減少するなどし、大型商業施設の開業に係る増収分や

財政健全化の取り組みに係る使用料や利用料等の見直し効果もマイナス要因に打

ち消される形となりました。 

しかしながら、厳しい経済状況のもとにありましても、企業誘致の取り組みや

財政健全化に向けた取り組みがさらにおくれていたらどうなっていただろうかと

考えますと、当町におけるひたむきな努力を肯定的に捉え、今後も財政基盤の充

実に向け、計画的に諸施策を推進すべきとの結論が得られるところであります。 

なお、歳入総額では、前年度に比べてマイナス３億３，８０９万３，４４４円、

率にして６．１％の減となりましたが、主な要因を科目別に挙げますと、分担金

及び負担金が７，２２９万６，０００円で、前年度と比較すると７７５万７，０

００円、率にして１２％の増、使用料及び手数料が３，６０２万６，０００円で

前年度対比５６７万５，０００円、率にして１８．７％の増、まちづくり交付金

事業のハード事業完了及び国の地域活性化交付金事業の終了等により、国庫支出

金が３億２，６１６万７，０００円で、前年度比マイナス１億４，６４６万円、

率にして３１％の減、県支出金は３億４，３６６万２，０００円となり、前年度

比３，５３３万６，０００円、率にして１１．５％の増でありますが、要因は、

緊急雇用に係る事業補助が増加したものであります。 

諸収入は後期高齢者医療負担金等返還金の減少等により７，３９６万６，００

０円、前年度比マイナス３，３５８万９，０００円、率にして３１．２％の減、

繰入金は５億１０９万１，０００円で、前年度比４億９，９４３万１，０００円
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の大幅な増となりました。地方債が２億３３８万１，０００円、前年度比マイナ

ス２億３，２５８万４，０００円、率にして５３．３％の減となりました。 

続いて、１１９ページでございますが、歳出の構成比を目的別に見てみますと、

民生費が２３．７％、総務費が１５．６％、公債費が１５．２％、教育費が１１．

５％、土木費が８．５％、衛生費が６．９％、諸支出金が５．７％、農林水産業

費が５．６％、消防費が４．６％、議会費が１．７％、商工費が０．８％、労働

費が０．２％となっております。前年度と比較いたしますと、マイナス３億６，

６８４万４，０００円、率にしますと６．９％の減となっております。 

その主な要因といたしましては、厳しい財政運営を迫られる中、平成２３年度

に予定しておりました普通建設事業の多くを明許繰り越しとしたことが挙げられ

ます。 

お手元配付の決算報告書の１２０ページ、目的別決算状況の前年度比較で増減

の著しいものについて説明を申し上げます。 

議会費において２，０５５万８，０００円、率にして３２．７％の増となりま

したのは、議員年金の廃止に係る将来負担分の調整額を支出したことによるもの

でございます。 

総務費にありましては、１億１，６２３万６，０００円、率にして１７．７％

増加しておりますが、これは東日本大震災により、多くの消防団員が殉職いたし

ましたことから、公務災害補償に係る負担が増加いたしましたことと、幹部職員

の退職により退職手当組合への負担が増加したものであります。 

商工費がマイナス１２．４％となりましたのは、小口簡易資金の銀行預託金が

３００万円から１００万円となり、２００万円減少しましたことと、人事異動に

係る人件費の影響額でございます。 

土木費が３億２，９５３万円、率にして４３．８％と減少が大きいのは、まち

づくり交付金事業のハード整備の完了等によるものであります。 

次に諸支出金でありますが、マイナス１億４，１３４万８，０００円、率にし

て３３．５％の減であります。前年度に収納したたばこ税が一定額を上回ったた

め、支出した町たばこ税県交付金１億２，７４４万３，０００円はプラス要因で

すが、主たるマイナス要因は基金積立金が減少したことによるものでございます。 

また、公債費におきましては、財源確保が厳しい平成２３年度においても、将

来の財政運営の安定化を図るため１億４，９５４万５，０００円の繰り上げ償還

を実施いたしております。 
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次に、決算報告書１２２ページの性質別の構成比で見てみますと、人件費が２

０．３％、補助費等が１８．９％、物件費が１７．３％、公債費が１５．２％、

扶助費が１２．９％、繰出金が１０．７％、積立金が３．１％、普通建設事業費

が１．４％、維持補修費が０．２％となっております。 

性質別の状況を前年度と比較いたしますと、義務的経費は、構成比では前年度

が４４．６％でありましたが、本年度は４８．４％に増加し、０．９％の増にな

っております。 

なお、決算の具体的内容につきましては、歳入は、決算報告書の３ページから

７ページに、款別に順を追って記載しておりますので、説明を省略させていただ

きます。 

歳出につきましては、決算報告書の８ページから１１６ページにわたり、各所

管別、予算科目順に事務事業の内容と事業の成果表をあわせて列記しております

ので、御披見いただきますようお願いいたします。なお、説明は省略させていた

だきます。 

また、決算書の１０３ページから１０６ページには公有財産の土地及び建物の

平成２３年度中の増減並びに年度末現在高を、また１０７ページには出資金並び

に出損金の年度末状況を、さらに、１０８ページから１１１ページには３０万円

以上の重要物品を、１１２・１１３ページには基金の年度末現在高をそれぞれ記

載しておりますので、御参照いただきたいと存じます。 

なお、土地開発基金及び用品等調達基金のそれぞれの運用状況につきましては、

別冊の調書をお届けいたしておりますので、後ほど御参照いただきますようよろ

しくお願いをいたします。 

以上、平成２３年度一般会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせていた

だきます。 

次に、議第４３号、平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）歳入歳出決算認定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

平成２３年度の竜王町国民健康保険における被保険者数等については、被保険

者の数が前年度に比べ０．７％の減少となりました。しかし、退職被保険者の資

格適用を適正に行うため、職権適用を強化したことに伴い、退職被保険者数は前

年度に比べ１４．８％の増加となりました。 

被保険者の異動状況といたしましては、大きな制度改正もなかったことから、

おおむね平年並みの異動件数となりました。 
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竜王町の居住者全体から見た竜王町国民健康保険への加入割合では、世帯数は

３２．４％、被保険者数は２０．１％となっています。 

財政状況につきましては、保険給付費が微増しており、引き続き医療費の動向

を注視し、適正運営に努めなければなりません。 

決算報告書の１２３ページをごらんいただきたいと思います。 

決算収支の状況は、歳入総額が１０億６，６４５万２，８１８円、歳出総額が

１０億２，３１１万１，９７３円で、歳入歳出差引額は４，３３４万８４５円と

なりまして、実質収支額も同額となっております。ここから前年度の繰越金及び

基金積立金を除いた実質単年度収支額は２，５１７万３，８０２円の黒字となり

ます。 

歳入の主なものといたしましては、決算書１１８ページ、款５の国民健康保険

税が２億７，３０１万２，０９０円、１１９ページの款１５の国庫支出金が、１

億５，１３２万６８９円、１２０ページ、款２０の療養給付費等交付金が９，５

６３万５，５０９円、１２１ページ、款２１の前期高齢者交付金が２億９，０２

５万９，３１９円、款２５の県支出金が、４，４７２万５，５７８円、１２２ペ

ージ、款３０の共同事業交付金が８，２７１万３，２９６円でございます。款４

０の繰入金は３，８４９万１１７円でございます。 

次に、歳出の主なものといたしましては、１２６ページ、款１０の保険給付費

が６億５，３４８万２，５９０円、１２８ページ、款１１の後期高齢者支援金等

が１億１，９４２万１，５１０円でございます。 

なお、国保の加入世帯数及び被保険者数等につきましては、決算報告書の１２

３ページに記載いたしておりますので御披見いただきたいと思います。 

また、決算書の１３５ページに、財産に関する調書を添付いたしておりますの

で、後ほど御参照いただきたいと思います。 

以上、簡単ですが、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）の決算の概要を申

し上げ、提案説明とさせていただきます。 

次に、議第４４号、平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）歳入歳出決算認定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は１３３ページからでございます。 

まず、医科診療所における決算収支でございますが、歳入総額が９，６４０万

７，８１１円、歳出総額が８，９６６万５，８０７円で、歳入歳出差引額は６７

４万２，００４円となりまして、実質収支額も同額となっております。ここから、
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前年度の繰越金及び財政調整基金積立額を除いた実質単年度収支額は、３０５万

４，７７５円の黒字となります。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の１４１ページ、診療収入の８，７

９４万４，６９５円であります。 

歳出では、１４４ページの総務費、４，６３９万２，２７０円でありまして、

人件費及び施設の維持管理費でございます。 

次に、１４５ページの医業費は３，８６４万８，６１３円で、医薬品や医療用

消耗器材費、医療用機械器具費でございます。 

なお、受診状況は、決算報告書の１３４ページから１３５ページでございます

が、年間受診件数は５，３８６件、年間外来者数は８，０９３人で、いずれも前

年度を上回りました。年間外来収入は８，７８１万７，９６５円となっています。 

以上が簡単でございますが、医科の内容でございます。 

次に、決算報告書の１３５ページでございますが、歯科診療所における決算収

支につきまして御説明を申し上げます。 

歳入総額が５，４６７万６，８９５円、歳出総額が４，９１８万３，７５７円

で、歳入歳出差引額は５４９万３，１３８円となりまして、実質収支額も同額と

なっております。ここから、前年度の繰越金及び財政調整基金積立金を除いた実

質単年度収支額は、３７７万６，４０３円の黒字となっており、歳入の主なもの

は、決算書の１４８ページ、診療収入の４，２０５万４，９３７円と、１４９ペ

ージの繰入金４９７万６，０００円でございます。 

歳出では、１５１ページの総務費が４，００３万８，８１８円で、人件費及び

施設の維持管理費などでございます。 

また、１５３ページの医業費は、７１４万２，０５２円となっています。 

なお、受診状況は、決算報告書の１３６ページでございますが、年間受診件数

は３，９４８件、年間外来者数は６，８５５人で、それぞれ前年度に比べ受診件

数は微増、外来者数は９．２％の増となっています。また、年間外来収入は４，

１１１万９，１８７円で、前年度に比べ２．４％の微増となっています。 

なお、決算書の１５６ページから１５８ページには財産に関する調書を添付い

たしておりますので、後ほど御参照いただきたいと思います。 

以上、国民健康保険事業特別会計（施設勘定）の決算の概要を申し上げ、提案

説明とさせていただきます。 

以上でございます。 
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次に、議第４５号、平成２３年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認

定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は、１３９ページからでございます。 

学校給食は、成長期にある児童・生徒の健康増進を図るため、栄養のバランス

のとれた食事を提供し、あわせて望ましい食習慣の形成を図る重要な食育の実践

の場と位置づけ、取り組んでおります。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が５，９７２万３７２円、歳出総額

が５，８８２万９８９円で、歳入歳出差引額は８９万９，３８３円となりまして、

実質収支額も同額となっております。 

なお、前年度の決算額と比較いたしますと、率にして約１０％額が減少してお

りますが、主たる要因は平成２２年度後半に発生いたしましたノロウイルス感染

事故による、外食弁当購入のための繰入金等が平成２３年度にはございませんで

したので、予算現計額においても７２４万５，０００円減少したものであります。 

歳入でございますが、決算書は１６２ページでございます。 

そのほとんどが給食費負担金でございまして、決算額は５，８８７万５，３８

６円で、歳入総額の９８．６％となっております。また、他の市町村にありまし

ては、給食費の未納対策に苦慮されておりますが、当町にありましては、丁寧な

納付指導もあり、平成２３年度に係る給食費の納付率は１００％となりました。 

歳出につきましては、１６３ページで、ほとんどが給食材料費で、決算額が５，

８５１万９，５８６円でございまして、歳出総額の９９．５％を占めております。

そのほかは、パンの包装・加工の委託料等であります。 

以上、簡単でございますが、学校給食事業特別会計の決算の概要を申し上げ、

提案説明とさせていただきます。 

次に、議第４６号、平成２３年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、決算の概要を御説明申し上げます 

決算報告書は、１４２ページからでございます。 

当年度の下水道事業は、平成元年度に供用開始された殿村・山中地区の農村下

水道が、現在２３７戸において使用され、維持管理を初め、平成３年１２月から

供用開始された公共下水道は、今では町内のほとんどの地域で使用されており、

当年度末現在では２，８３３戸に及んでおります。引き続き下水道の普及促進に

よる水洗化率の向上に努めていくところであります。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が６億２，７４０万４，３４８円、
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歳出総額が６億１，６３９万９４９円で、歳入歳出差引額は、１，１０１万３，

３９９円となります。 

翌年度へ繰り越した事業はございませんので、実質収支額も同額であります。 

次に、歳入の主なものにつきまして御説明申し上げます。 

決算書は１６８ページからでございます。 

款１０の使用料及び手数料の決算額は１億７，２９２万４，９７２円となって

おります。 

また、１６９ページ、款１５の国庫支出金は４５０万円で、特定環境保全公共

下水道事業の国庫補助金であります。 

次に、款３０の繰入金は一般会計からの繰入金でございまして、農業集落排水

事業分が１，２７６万１，０００円、公共下水道事業分が２億１，９８０万４，

０００円であります。 

さらに、１７０ページ、款４５の町債は１億６，１１０万円で、特定環境保全

公共下水道事業及び琵琶湖流域下水道事業に係るものでございます。 

次に、歳出の主なものといたしましては、１７２ページ、款５の農業集落排水

事業費の決算額が、１，０６９万５，４２９円で、殿村と山中のそれぞれの処理

施設に係ります維持・管理経費であります。 

次に、款１０の公共下水道事業費の決算額は１億２，８００万５，２３９円で

ございまして、そのうち１７４ページ、琵琶湖流域下水道維持管理負担金が５，

１１６万３，５１８円、管渠築造費の工事請負費が１，１０２万５，０００円で

ございます。 

次に、１７５ページの公債費の決算額は、４億７，７６９万２８１円で、この

うち、償還元金は３億２，６０８万２８０円でございます。 

当年度末の町債残高は５２億２，３２７万３，０００円となりまして、平成２

２年度末から１億６，４９８万円余り減少しております。 

なお、決算書の１７７ページに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

後ほど御参照いただきたいと思います。 

以上、下水道事業特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせていただ

きます。 

次に、議第４７号、平成２３年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は、１４６ページからでございます。 
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平成１２年度に導入されました介護保険制度は、本年度で１２年が経過いたし

ましたが、その間、さまざまな法改正がなされ、平成２３年度は、第４期介護保

険事業計画の最終年となりました。当年度末の第１号被保険者数は２，５２３人

で、うち後期高齢者数は１，３３５人であります。また、要介護・要支援認定者

数は４１９人であります。 

この認定者数は、介護保険制度がスタートした平成１２年度と比較いたします

と、大きく伸びておりまして、高齢者の介護を社会全体で支える仕組みとして着

実に浸透・定着してまいりました。 

また、高齢者の自立支援・尊厳保持を基本とする介護保険制度の持続可能性を

確保するため、平成１７年度の法改正を機に予防重視型システムへの転換を図り、

介護予防の推進と地域密着型サービスの導入、さらに地域包括ケアの充実に努め

ております。 

決算収支の状況でございますが、歳入決算額が６億３，５２７万９，９４１円、

歳出決算額が６億２，０５１万３，２２２円で、歳入歳出差引額は１，４７６万

６，７１９円となりまして、実質収支額も同額となっております。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の１８１ページ、款５の介護保険料

が１億５３１万６，９３５円、款１５の国庫支出金が１億４，２９０万８，８５

７円、１８２ページ、款２０の支払基金交付金が１億７，７７４万３，０００円、

款２５の県支出金が８，４１７万１，５５０円、１８３ページ、款３５の繰入金

が１億１，４０４万５，９２５円のうち、介護給付費準備基金からの繰入金が２，

６３２万１，０００円でございます。 

歳出の主なものといたしましては、１８７ページ、款１０の保険給付費が５億

８，６９４万６，５９９円でございまして、歳出総額の９４．５％を占めており

ます。 

また、１９２ページ、款１１の地域支援事業費は、２，１０１万２，３９２円

でございます。これは、地域包括支援センターを設置し、要介護状態にならない

ように、またなったとしても、地域において自立した日常生活を営むことができ

るよう、支援するための事業に要した費用でございます。 

さらに、１９４ページの介護給付費準備基金積立金は、当年度は預金利息のみ

でありました。 

諸支出金の償還金４７６万７，８９５円につきましては、過年度分の介護給付

費等に係る精算で、国、県及び支払基金にそれぞれ返還いたしました。 
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そのほか、詳細につきましては、決算報告書の１４６ページから１５０ページ

に一般状況を、また、１５０ページ以降に経理状況を、それぞれ記載させていた

だいております。 

また、決算書の１９７ページに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

後ほど御参照いただきたいと思います。 

以上、介護保険特別会計の決算の概要を申し上げ提案説明とさせていただきま

す。 

次に、議第４８号、平成２３年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は、１６３ページからでございます。 

後期高齢者医療制度は、初年度から制度改正が行われるなど課題もありました

が、４年目を迎えた平成２３年度は、制度の周知も一定の成果を見たことにより、

円滑な制度運営を行うことができました。保険給付や保険料額の決定などは、滋

賀県後期高齢者医療広域連合が担っておりまして、町においては、被保険者から

の保険料徴収を行っておりますが、収納率は１００％でありました。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が７，１７９万２，７２１円、歳出

総額が７，１７８万２５６円で、歳入歳出差引額は１万２，４６５円となりまし

て、実質収支額も同額となっております。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の２０１ページ、款５の後期高齢者

保険料が５，０２７万１，８７１円、款２０の一般会計からの繰入金は２，１３

８万７６７円で、そのうち１，９６９万６４９円は保険基盤安定に係る繰入金で

ございます。 

次に、歳出でございますが、決算書は２０３ページでございます。 

総務費が１６９万１１８円で、後期高齢者医療制度の電算システムの保守や保

険料徴収の事務費でございます。 

また、款１０の後期高齢者医療広域連合納付金７，００３万５，８４６円は、

被保険者から納付された保険料等を滋賀県後期高齢者医療広域連合に納付してい

るものでございます。 

以上、後期高齢者医療特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせてい

ただきます。 

以上をもちまして、議第４２号から議第４８号までの７議案につきましての提

案説明を終わらせていただきます。よろしく御審議を賜りますようお願い申し上
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げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 竹内建設水道課長。 

○建設水道課長（竹内 修） ただいま町長から提案理由を申し上げました議第４

９号、平成２３年度竜王町水道事業会計の決算内容について説明を申し上げます。 

最初に平成２３年度事業の概要につきまして申し上げます。 

水道事業につきましては、常に経営の健全化と施設の効率的な維持管理に努め、

事業の運営を行ってまいりました。当年度の給水人口は１万２，３０３人で、前

年度と比較して１３６人の減少となっています。また、年間総配水量は２０４万

１，１４５立方メートルであり、前年度より１０万３，０７６立方メートルの増

加となりました。全て、県水受水によるものでございます。年間有収水量につき

ましては、１４８万１，９２６立方メートルであり、前年度より、４万８４８立

方メートルの減少でありました。 

経営状況につきましては、収益的収支の収益の総額は、２億９，８１３万７，

８８２円で、前年度と比較しますと１，１７６万５，３０９円の減少となりまし

た。一方、費用の総額は２億７，７６９万７，１１１円で、前年度と比較します

と５９３万３２２円の減少となりました。この費用の減少につきましては、受水

費などの減少によるものでございます。 

以上のことから、収益から費用を差し引いた決算額といたしましては、２，０

４４万７７１円の純利益となったものでございます。 

今後も引き続き水道事業の運営につきましては、さらに経費の節減等に努めな

がら事業の推進を図ってまいりたいと考えております。 

それでは、決算書に基づきまして、決算の内容を御説明いたします。 

まず、１ページの平成２３年度竜王町水道事業決算報告書をごらんください。 

第３条予算の収益的収支の収入でございますが、水道事業収益といたしまして

は営業収益と営業外収益を合わせまして、決算額が３億１，１８６万８，３０６

円で、そのうち仮受消費税は１，３７３万５０１円でございます。 

支出におきましては、水道事業費といたしましては営業費用と営業外費用を合

わせまして、決算額が２億８，８９６万３，８５０円で、そのうち仮払消費税は

９２３万４，８３９円でございます。 

次に、第４条予算の資本的収支の収入でございますが、資本的収入といたしま

しては、企業債としまして決算額が２，０００万円でございます。支出におきま

しては、資本的支出といたしましては、建設改良費と企業債償還金を合わせまし
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て、決算額が６，０１７万５，４２０円で、そのうち仮払消費税は２４３万９，

６００円でございます。したがいまして、差し引き、資本的収入額が資本的支出

額に不足する額４，０１７万５，４２０円は、過年度及び当年度分の損益勘定留

保資金、消費税資本的収支調整額で補塡いたしました。 

次に、３ページの損益計算書をごらんください。営業収益といたしましては、

給水収益とその他営業収益を合わせまして２億７，４１５万４６５円、営業費用

といたしましては、原水及び浄水費、配水及び給水費、総係費、減価償却費、資

産減耗費及びその他営業費用を合わせまして２億６，６１２万９，７８１円、そ

の結果、営業利益が８０２万６８４円でございます。 

営業外収益といたしましては、受取利息及び配当金、補助金、加入金及び雑収

益を合わせまして２，３９８万７，４１７円、営業外費用といたしましては、支

払利息及び企業債取扱諸費の企業債利息と雑支出を合わせまして１，１５６万７，

３３０円で、営業外収支は１，２４２万８７円の黒字、したがいまして、経常利

益は２，０４４万７７１円となりました。 

特別利益、損失はございませんので、当年度純利益は同じく２，０４４万７７

１円、前年度繰越利益剰余金は６７万９，５００円でございますので、当年度未

処分利益剰余金は２，１１２万２７１円となるものでございます。 

次に、７ページの剰余金処分計算書（案）をごらんください。これは、地方公

営企業法第３２条第２項の規定に基づき利益の処分を行うものでございます。 

当年度未処分利益剰余金といたしましては、３ページから４ページで御説明申

し上げましたとおり２，１１２万２７１円で、このうち、減債積立金に１００万

円、建設改良積立金に１，９００万円を積み立てたく、御提案申し上げるもので

ございます。積み立てたといたしますと、翌年度繰越利益剰余金は１１２万２７

１円になります。 

次に、貸借対照表をごらんください。まず、資産の部です。固定資産といたし

ましては、有形固定資産は、土地、建物、構築物などを合わせまして２４億１，

３８８万４，００３円、無形固定資産は、施設利用権のみで８９０万６，５９９

円、投資はございませんので、固定資産合計として２４億２，２７９万６０２円

となるものでございます。 

次に、９ページの流動資産といたしましては、現金預金、未収金及び貯蔵品を

合わせまして、２億７，４６９万２，８０２円でございます。したがいまして、

資産合計は２６億９，７４８万３，４０４円となるものでございます。 
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次に、負債の部です。固定負債といたしましては、修繕引当金のみでございま

して２，１８６万円、流動負債といたしましては、未払金と前受金を合わせまし

て４，９４６万８，８０３円でございます。したがいまして、負債合計は、７，

１３２万８，８０３円となるものでございます。 

次に、資本の部です。資本金といたしましては、自己資本金は、繰入資本金と

組入資本金を合わせまして４億２，８３６万９，９４５円、借入資本金は企業債

のみで５億７，５９９万９，１１７円、したがいまして、資本金合計は１０億４

３６万９，０６２円となるものでございます。 

次に、剰余金といたしましては、資本剰余金は、受贈財産評価額、工事負担金

及び工事補助金を合わせまして１４億２，５１１万２，４６３円、利益剰余金は、

減債積立金、建設改良積立金及び当年度未処分利益剰余金を合わせまして１億９，

６６７万３，０７６円でございます。したがいまして、剰余金合計は１６億２，

１７８万５，５３９円となりまして、資本合計は２６億２，６１５万４，６０１

円、負債資本合計は２６億９，７４８万３，４０４円となるものでございます。 

なお、１１ページから附属書類といたしまして、これらの細部資料を添付いた

しておりますので、ごらんいただきたいと思います。 

以上、平成２３年度水道事業会計決算につきまして内容説明とさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） この際申し上げます。 

ここで、午後３時３５分まで暫時休憩いたします。 

休憩 午後３時２６分 

再開 午後３時３５分 

○議長（蔵口嘉寿男）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

それでは、ここで決算審査報告をお願いします。 

吉田代表監査委員。 

○代表監査委員（吉田定男） それでは、平成２３年度竜王町歳入歳出決算並びに

竜王町土地開発基金等運用状況の審査結果について御報告申し上げます。 

第１、審査の概要及び第２、審査の結果についてはお手元の意見書のとおりで

ございますので、第３、審査の意見を述べさせていただき、御報告とさせていた

だきます。 

一般会計は、昨年度決算に引き続き、さらに歳入歳出とも大きく減少しており

ます。これは普通建設事業について、町債残高の縮減を目的として、改めて町建
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設計画における投資的事業の平準化を行ったことや、加えて竜王小学校改修工事

関連について翌年度繰り越しを行ったこと等によるものであります。 

歳入面の増減内訳を見ますと、県支出金、使用料及び手数料などの増加や繰入

金の著増がありましたが、町民税（法人）や、町たばこ税、国庫支出金、町債等

が大きく減少しております。一方、歳出面では、総務費、民生費等が増加してお

りますが、土木費、諸支出金等が大きく減少しております。 

このような中で、決算内容については需用費や扶助費等において相対的に大き

な不用額も見られましたが、これらを除いては、ほぼ適正に運営されているもの

と見受けました。 

審査に当たり、関係諸帳簿との照合、計数の確認並びに各会計の予算執行状況

について慎重に審査を行いましたが、その結果、特に指摘すべき事項は見当たり

ませんでした。また、審査を通じて、各会計とも諸経費の節減に向けて努力され

ていることを感じることができました。 

なお、備品や切手等の現物管理においては、従来仕様に固守することなく、

日々見直し、より簡便で確実な管理に努められるよう期待します。 

平成２３年度の町税収入が前年度比４億１，７００万円と大きく減少しており

ます。この減少傾向は厳しい経済環境を背景に平成２０年度以降続いており、今

後も厳しい状況が予想されます。また、歳出面でも義務的経費の人件費や扶助費、

その他経費の物件費等が増加傾向にあり、財政状況はますます厳しさを増してく

ると推察されます。 

このような状況の中で、当町が財政面で健全性、弾力性を維持しながら当町独

自の特徴ある施策を実施していくためには、適正な歳入の確保に努めることはも

ちろんのこと、歳出面では歳出全般について、従来の感覚による予算編成でなく、

新しい観点から必要性の検討を行うことにより、効率的な財政運営に結びつけ、

最終的には住民福祉の向上に寄与するよう努力されることを期待して審査意見と

いたします。 

引き続きまして、平成２３年度水道事業会計決算の審査結果について御報告申

し上げます。 

こちらも同様に、第１、審査の概要及び第２、審査の結果についてはお手元の

意見書のとおりでございますので、第３、審査の意見を述べさせていただき、御

報告とさせていただきます。 

第３、審査の意見、平成２３年度水道事業会計決算の審査を実施いたしました。



- 30 - 

審査に当たり、関係諸帳簿との照合、計数の確認を慎重に行いましたが、特に指

摘すべき事項は見当たりませんでした。 

また、諸経費については節減のため努力されていることは感じることができま

した。ただ、貯蔵品の在庫管理については整理整頓に努め、効率的な入出庫及び

棚卸しの励行を期待します。 

平成２３年度の状況については、県水の受水単価が今年度、立方メートル当た

り８１．２３円と大幅に改善されたため、原水及び浄水費が大きく低減し、給水

収益の減少や減価償却費の増加等を補い、営業利益が８０２万６８４円、前年度

比１２９万５，４９４円増となりました。 

今後とも引き続き水道事業会計の安定確保に向け、有収水量や有収率の改善を

主に収益性を高めるとともに、費用面の一層きめ細やかな管理を徹底していくこ

とが求められると考えます。 

以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（蔵口嘉寿男） 引き続き、提案理由の説明をお願いします。 

竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、報第２号及び報第３号につきまして提案理由を

申し上げます。 

報第２号、平成２３年度竜王町健全化判断比率及び報第３号、平成２３年度竜

王町資金不足比率につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第

３条第１項及び第２２条第１項の規定により御報告申し上げるものでございます。 

まず、平成２３年度竜王町健全化判断比率につきましては、それぞれ決算数値

に基づき算出いたしました結果、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきまし

ては、それぞれ赤字額は発生せず、該当なしとなりました。 

実質公債費比率につきましては、早期健全化基準が２５％に対しまして、１８．

４％となり、将来負担比率につきましては、早期健全化基準が３５０％に対しま

して、１２２．９％となるものでございます。 

次に、平成２３年度竜王町資金不足比率につきましては、決算数値に基づき算

出いたしました結果、水道事業、下水道事業ともに資金不足が発生せず、資金不

足比率については該当なしとなるものでございます。 

以上をもちまして、議第３４号から議第４９号までの１６議案及び報第２号並

びに報第３号の２報告全てにつきまして、順を追って提案理由を申し上げました

ので、よろしく御審議を賜り、御承認をいただきますようよろしくお願いを申し
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上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 続きまして、審査報告をお願いします。 

吉田代表監査委員。 

○代表監査委員（吉田定男） 御報告申し上げます。 

平成２３年度竜王町健全化判断比率審査意見について報告申し上げます。 

審査の概要、この審査は、町長から提出された健全化判断比率及びその算定基

礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかに主眼を当て実施

いたしました。 

審査期日は、平成２４年８月２日でございました。 

審査の結果、１、総合意見、審査に付された下記の健全化判断比率及びその算

定基礎となる事実を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認め

ました。表はごらんのとおりございます。 

２、個別意見、１番、実質赤字比率について、平成２３年度の実質赤字比率は

マイナス７．１９％であり、早期健全化基準の１５．００％と比較すると、これ

を下回り、良好な状況にあると認められます。 

２番、連結実質赤字比率について、平成２３年度の連結実質赤字比率はマイナ

ス１５．６９％であり、早期健全化基準の２０．００％と比較をすると、これを

下回り、良好な状況にあると認められます。 

３番、実質公債費比率について、平成２３年度の実質公債費比率は１８．４％

であり、早期健全化基準の２５．０％と比較をすると、これを下回り、良好な状

況にあると認められます。 

４番、将来負担比率について、平成２３年度の将来負担比率は１２２．９％で

あり、早期健全化基準の３５０．０％と比較すると、これを下回り、良好な状況

にあると認められます。 

３、是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項は認められませんでした。 

以上でございます。 

引き続きまして、平成２３年度竜王町公営企業会計資金不足比率審査意見につ

いて御報告申し上げます。 

審査の概要でございます。 

この審査は、町長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項

を記載した書類が適正に作成されているかどうかに主眼を当てて実施しました。 

審査期日は、平成２４年８月２日でした。 
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審査の結果、１、総合意見、審査に付された下記の資金不足比率及びその算定

基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認めま

した。表はごらんのとおりでございます。 

２、個別意見、水道事業会計、下水道事業会計ともに経営健全化基準の２０．

００％と比較すると、極めて良好な状況にあると認められます。 

３、是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項は認められませんでした。 

以上でございます。ありがとうございました。 

○議長（蔵口嘉寿男） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

この際、日程第１９ 報第２号及び、日程第２０ 報第３号の２報告について、

質疑がありましたら、これを認めることにいたします。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（蔵口嘉寿男） ないようでありますので、質疑はこれで終結し、日程第１

９ 報第２号及び日程第２０ 報第３号の２報告について、報告を終結いたしま

す。 

日程第２１ 議員派遣について 

○議長（蔵口嘉寿男） 日程第２１、議員派遣についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

竜王町議会会議規則第１１９条の規定により、お手元に配付のとおり議員を派

遣することにいたしたいと思います。なお、緊急を要する場合は、議長において

これを決定いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（蔵口嘉寿男） 御異議なしと認めます。よって、本件は、そのように決定

いたしました。 

なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長まで報告していただくようお願い

いたします。 

以上で本日の議事日程は全部終了いたしました。 

これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

散会 午後３時５１分 


